
基礎演習
第11回 発表準備 (1) 発表資料の作成

メディア情報コース
平居 悠（ひらい ゆたか）
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到達目標

2

• データ解析の基本的なスキルを身につけ
る。

• 適切に文献を引用し、自分の意見を記述
したレポートを作成できる。

• 調べてわかったことをわかりやすく他者
にわかりやすく伝えることができる。



前回
第１回 授業の概要、⾃⼰紹介 (4/13)
第２回 天⽂学⼊⾨ 138億年の宇宙の歴史 (4/20)
第３回 図書館ツアー、データベース検索 (4/27)
第４回 データ解析基礎 (1) プログラミング⾔語Python⼊⾨ (5/11)
第５回 データ解析基礎 (2) 基本統計量 (5/18)
第６回 データ解析実習 (1) 図の作成 (5/25)
第７回 データ解析実習 (2) データの解釈 (6/1)
第８回 レポートの作成 (1) ⽂章の読み⽅と要約、レポートの構成と表現 (6/8)
第９回 レポートの作成 (2) 著作権 (6/15)
第１０回 プレゼンテーションの⽅法 (6/22)
第１１回 発表準備 (1) 発表資料の作成 (6/29)
第１２回 発表準備 (2) 発表練習 (7/6)
第１３回 発表会 (7/13)
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前回の目標
プレゼンテーション
の準備をできるよう
になる。
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前回学んだこと

プレゼンテーションとは
プレゼンテーションの準備
ブレインストーミングとKJ法
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アカデミックプレゼンテーションの構成
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1.タイトル
2.研究背景
3.目的
4.方法
5.結果と考察
6.まとめ



ステップ１
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ブレインストーミングを行う。

(c) 2017 REDPIXEL.PL/Shutterstock



ステップ２
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グループ化を行い、核となるメッセージを
特定する。

©東北福祉大



ステップ３
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コンピュータを使わず
にストーリーボードを
作成する。

©株式会社フロウシンク



ステップ４
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ビジュアルのラフ
スケッチを描く。

ガー・レイノルズ『プレゼンテーションZen』



ステップ５
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コンピュータ
を使ってスト
ーリーボード
を作成する。



ブレインストーミングの４つのルール

1. アイデアに対して批判・否定しな
い。

2. 変わったアイデアを歓迎する。
3. 質より量を重要視する。
4. アイデアをまとめる。
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KJ法

カード上の紙に１つ１つ情報を記し、
そのカードを並び替えたり、グルー
プ化したりすることで情報を整理す
る。
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14https://www.utokyo-ipc.co.jp/column/kj-method/
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https://www.utokyo-
ipc.co.jp/column/kj-method/



16https://www.utokyo-ipc.co.jp/column/kj-method/
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ステップ４ 文章化



今回
第１回 授業の概要、⾃⼰紹介 (4/13)
第２回 天⽂学⼊⾨ 138億年の宇宙の歴史 (4/20)
第３回 図書館ツアー、データベース検索 (4/27)
第４回 データ解析基礎 (1) プログラミング⾔語Python⼊⾨ (5/11)
第５回 データ解析基礎 (2) 基本統計量 (5/18)
第６回 データ解析実習 (1) 図の作成 (5/25)
第７回 データ解析実習 (2) データの解釈 (6/1)
第８回 レポートの作成 (1) ⽂章の読み⽅と要約、レポートの構成と表現 (6/8)
第９回 レポートの作成 (2) 著作権 (6/15)
第１０回 プレゼンテーションの⽅法 (6/22)
第１１回 発表準備 (1) 発表資料の作成 (6/29)
第１２回 発表準備 (2) 発表練習 (7/6)
第１３回 発表会 (7/13)
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今回の目標
適切にスライドをデ
ザインできるように
なる。
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今回学ぶこと

スライドデザイン
スライド作成
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今回学ぶこと

スライドデザイン
スライド作成
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デザインの７つの原則

シグナル/ノイズ⽐
画像優位性効果
余⽩
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デザインの７つの原則

コントラスト
反復
整列
近接
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デザインの７つの原則

シグナル/ノイズ⽐
画像優位性効果
余⽩
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シグナル/ノイズ比

無意味な情報に対する意味のある
情報の⽐率

25



悪い例
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良い例
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宇宙の組成
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悪い例
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[Mg/Fe]と[Fe/H]の関係
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良い例
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[Mg/Fe]と
[Fe/H]の関係
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デザインの７つの原則

シグナル/ノイズ⽐
画像優位性効果
余⽩
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画像優位性効果

⾔葉より画像の⽅が記憶に
残りやすい
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悪い例
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銀河の形態分類
•ハッブルは銀河の形態を分類した。
•渦巻きを持たない楕円状の銀河を楕円銀河とし、丸
いものから扁平なものの順にE0, E1,…, E7とした。
•渦巻き構造を持つ銀河は渦巻銀河とし、Sa, Sb, Scの
順に渦巻き腕の巻き⽅が緩やかになる。
•中⼼付近に棒状構造のある銀河は棒渦巻銀河といい、
同様に腕の巻き⽅が緩やかな順いSBa, SBb, SBcとす
る。
•楕円銀河と渦巻銀河の間にある銀河はレンズ状銀河 

(S0銀河)と定義する。
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良い例
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銀河の形態分類



悪い例
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宇宙初期と現在の天の川銀河

•宇宙初期は、網の⽬状に分布したガスの中にと
ころどころ不規則な形の⼩さい銀河が存在して
いる。
•現在は、渦巻き構造の銀河に成⻑している。
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良い例
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宇宙初期と現在の天の川銀河
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宇宙初期 現在



デザインの７つの原則

シグナル/ノイズ⽐
画像優位性効果
余⽩
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余白

余⽩を使って聴衆の視線を
コントロール
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悪い例１
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•イタリアの天文学者ガリレオ・ガリ
レイは、近代科学的な手法を確立し
、天文学や物理学に数々の偉業を残
している。

•その中で、ガリレオは、「宇宙は数
学という言葉で書かれている」とい
う名言を残している。

•この言葉は、宇宙の現象や法則を理
解するためには数学的な知識が不可
欠であることを意味している。



悪い例２
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宇宙は数学という言葉
で書かれている。

ーガリレオ・ガリレイ
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良い例
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宇宙は数学という言葉
で書かれている。

ーガリレオ・ガリレイ



デザインの７つの原則

コントラスト
反復
整列
近接
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悪い例
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スライドデザインにはコントラストが重要だ。
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良い例
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スライドデザインには

コントラストが重要だ
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悪い例
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星の空間分布
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良い例
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星の空間分布
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デザインの７つの原則

コントラスト
反復
整列
近接
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反復

デザイン全体を通じて同じ要素、似
た要素を何度も使う。
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デザインの７つの原則

コントラスト
反復
整列
近接
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基礎演習

第11回 発表準備 (1) 発表資料の作成

東北公益⽂科⼤学
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平居 悠



中央揃え
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基礎演習

第11回 発表準備  (1) 発表資料の作成

東北公益⽂科⼤学
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平居 悠



左揃え
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基礎演習

第11回 発表準備 (1) 発表資料の作成

東北公益⽂科⼤学
68

平居 悠



デザインの７つの原則

コントラスト
反復
整列
近接
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基礎演習

第11回 発表準備 (1) 発表資料の作成

東北公益⽂科⼤学
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平居 悠



基礎演習
第11回 発表準備（１） 発表資料の作成

東北公益⽂科⼤学
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平居 悠



参考書
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参考書
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今回学ぶこと

スライドデザイン
スライド作成
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グループワーク

ファシリテーターを決めよう
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ステップ３
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コンピュータを使わず
にストーリーボードを
作成する。

©株式会社フロウシンク



ステップ４
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ビジュアルのラフ
スケッチを描く。

ガー・レイノルズ『プレゼンテーションZen』



ステップ５

78

コンピュータ
を使ってスト
ーリーボード
を作成する。
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第13回発表会

第4〜7回までのデータ解析結果をプレゼ
ンテーションする。

発表時間：20分



ストーリーボードの作成

発表時間20分ならスライド20枚程度
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アカデミックプレゼンテーションの構成
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1.タイトル（1枚）
2.研究背景（8~10枚）
3.目的（1枚）
4.方法（3~5枚）
5.結果と考察（5~7枚）
6.まとめ（1枚）



ストーリーボードの作成

前回の議論に基づき、各スライドに
どのような内容を載せるべきか話し
合おう
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ストーリーボードの作成

できたストーリーをホワイトボード
に書き出してみよう
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ストーリーボードの作成

プレゼンテーションの各パートの
担当を決めよう
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スライドの作成

•⼤学のMicrosoft accountを⽤いて
onedriveにログイン
•プレゼンテーションファイルを新
規作成、「共有」でメンバーのe-
mailアドレスを⼊⼒
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今回の目標
適切にスライドをデ
ザインできるように
なる。
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今回学んだこと：デザインの７つの原則

シグナル/ノイズ⽐
画像優位性効果
余⽩
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コントラスト
反復
整列
近接



次回
第１回 授業の概要、⾃⼰紹介 (4/13)
第２回 天⽂学⼊⾨ 138億年の宇宙の歴史 (4/20)
第３回 図書館ツアー、データベース検索 (4/27)
第４回 データ解析基礎 (1) プログラミング⾔語Python⼊⾨ (5/11)
第５回 データ解析基礎 (2) 基本統計量 (5/18)
第６回 データ解析実習 (1) 図の作成 (5/25)
第７回 データ解析実習 (2) データの解釈 (6/1)
第８回 レポートの作成 (1) ⽂章の読み⽅と要約、レポートの構成と表現 (6/8)
第９回 レポートの作成 (2) 著作権 (6/15)
第１０回 プレゼンテーションの⽅法 (6/22)
第１１回 発表準備 (1) 発表資料の作成 (6/29)
第１２回 発表準備 (2) 発表練習 (7/6)
第１３回 発表会 (7/13)
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